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ムの成果として、英文の1400ページに及ぶ重厚な報告書 Cultural Heritage in 
















































































修生の中から 2名が選抜され、 1997年 6月に上智大学大学院地域研究専攻で学
位を取得するため来日しています。また、同年日本外務省のアジア・ユース
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ブエローによる大学院生2名も来日し、 I名が上智大学大学院へ入学し、現在
熱心に修士課程で学んでいます。
(3）遺跡・村落・森林との共存共生プロジヱウト
私たちは遺跡の保存・修復だけを考えているのではなく、遺跡の周辺で生活
している村人たちの農村社会の発展と民族文化を再興するプロジェクトを遺跡
に結びつけ1991年 8月から始めています。近隣森林の自然環境の調査（植物
生態など）およびパンテアイ・クデイ遺跡周辺の村落調査や水利・水質調査な
どが実施されています。さらにシェムリアップ州の蛙形文化財についての調査、
特に小型影絵芝居、トロット（鹿頭行列）などのインベントリー作成調査が続
けられています。特に北スラ・スラン村の経済 社会調査や伝統民族文化の調
査成果が積み上げられています。これが村落と森林と遺跡の共存共生プロジェ
クトです。
4.発掘・保存修復を通じた文化復興協力
私たち上智大学調査団（アンコール遺跡国際調査団）には日本の 9大学と 5
機関が参加し、次のような方針を掲げて活動しています。
第 l カンボジアの文化遺産はカンボジ、ア人の手で責任を持って守ること。
カンボジアの文化財はカンボジア人の専門家が保存修復し、これを後世に
伝えていくべきであるという考え方から、それを守る専門家（研究者と技
術者）の養成が8年目に入っています。カンボジアの自立を援ける人材養
成です。
第2：文化財の調査・研究と保存修復事業の密なる連動。文化財の保存修復
は損壊箇所を直して後世に伝えればいいというだけでは不十分です。それ
らの文化財がどの時代の、どんな材料で作られ、その目的、その宇宙観、
様式などの科学的解明に基づかない修復は、本来のものを破壊することに
なります。つまり、綿密な学術的調査研究に連動する保存修復でなけれ
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ばならないのです。
第3 遺跡保存の修復研究における中・長期的展望の必要性。綿密な遺跡調
査を行うとともに、これに基づいた中期および長期的なマスタープランに
基づき保存修復について考えなければなりません。長期とは30年とか50年
という単位で保存修復を継続し、伝統工法田技法を再評価し、カンボジア
において使えるように改良しながら先端技術と土着工法を組み合わせてい
くということです。遺跡を取り巻く自然環境についても、水利潅i取や植
物・生態環境も長期的な展望に基づき考える必要があります。文化協力は
地味な長期にわたる仕事なのです。
5.カンボジアの民族文化を学び、日本人の考え方を知る
日本において東南アジア地域の言語を学び、考古学や建築学を修めた専門家
はその数が限られています。日本人のほとんとは日本の技術は最高で、援助す
るお金もあり、有能な研究者ー専門家がいると考えており、だから日本がやっ
てあげるという意識があります。このように日本上位の考え方に立っと、そこ
には相互の信頼関係は生まれてきません。熱帯アジアと日本では風土が異なり、
想像できないような障害のために日本方式の技術や方法論が有効とは限らない
のです。
これまで述べてきたように、遺跡などをその地域社会から切り離し、カンボ
ジア文化の文脈で読むことをせず、ただ修復すればいいんだという技術的観点
から修復のみに終始する技術至上主義はやめなければなりせん。遺跡を守る協
力はただショベルカーで掘ってクレーンで石材を積み直せばよいというもので
はないのです。まず、何よりも遺跡に対する綿密な基礎調査や研究、石積み手
法などの研究と経験が必要です。現地の技術レベルに適合した技術導入から始
まり、現場を見ながら徐々に新機器や先端技術を持ち込まなければなりません。
文化協力の原点を踏まえておかないと、文化遺産の保存協力には決してならな
いし、遺跡破壊といわれてしまう恐れがあります。
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こうした文化遺産の研究や保存協力には、発掘手法に習熟した考古学者、修
復経験を積んだ建築家、石材を動かせる有能な石工など、まず何よりも「人」
の養成から始めなければなりません。私たちは現地側の王立芸術大学の先生方
と共同で人材養成や発掘および修復事業を行ってきましたが、いろいろなとこ
ろで文化摩擦が起こっています。日本では当たり前のことがアジア諸国ではそ
うでないという事例が沢山あります。しかし、現地の人遠から学ぶことが沢山
あります。この地方の影絵芝居を見るとか民話を聞くこともあります。いつ田
植えをするとか、どうすれば水が抜けるとか、この木の実には薬効があるとか、
毎日住民に教えられることも事実です。
結局のところ、文化協力とは「ぶつかり合い学ぶ」ことであることを実感さ
せられます。こちらが善意と思っても、現地側は干渉と受け取る場合がありま
す。日本のやり方だけが普遍的とは思いませんが、こうした文化摩擦はいい意
味での相互理解の始まりだと思います。文化復興に向けての協力はつまるとこ
ろ「人jの交流であり、そこにおいていかに相互の信頼関係を構築していくか
にかかっています。 20年間の経験からいえば、 2寄jが実際の活動事業（調査
研究修復・教育など）で、 8割がそれ以外の現地倒！とのやり取りや諸準備で
した。
結論として、例えばアンコール遺跡群はカンボジア民族の誇りと伝統の象徴
です。その保存修復はあくまでも現地の人々の手でなされることが原則です。
遺跡などの保存修復事業に関する文化学術協力とは、何といってもそこに暮ら
すアジアの人々、例えばカンボジアの人々の自立を助ける人材養成などがその
基本でなければならないと考えます。民族の固有文化の再生と復興に向けて、
文化遺産保存活動を通じてその中核であり担い手となる保存官（conservator）の
養成こそ、緊急の課題なのです。
